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はじめに
「分子科学molecular scienceとは

何か？」『分子研レターズ』の読者の

方々はこの問いにどのように答えられ

るだろうか。筆者は実のところ、分子

科学研究所（分子研）の関係者ではな

く、分子科学者とも言えない。近接領

域である物理化学の歴史には長らく関

心を寄せていたが、基本は幕末・明治

期以降の日本の化学史を専攻する科学

史研究者である。それが、あるきっか

けで2007年から分子研史料編纂室（現

研究力強化戦略室資料室）を何回か訪

れるうちに、分子研、分子科学の歴史

に興味を持つようになった。1975年、

2006年にそれぞれ分子研、分子科学会

が日本で設立されたことから察せられ

るように、第二次世界大戦後の日本の

化学（科学）史を記述するうえで「分

子科学」が重要なキーワードであるこ

とに気づかされたからである。また分

子科学の歴史は、単に研究所や学問分

野コミュニティの歴史ではなく、「分

子科学」をどう定義するかを結節点と

して、両者が複雑な相互作用を起こす

過程であることも私の興味をかき立て

る。本稿ではこれらの問題意識をもと

に、冒頭の問いに対する一人の科学史

研究者からのアプローチの一端を示し

たい。 

19世紀での「分子科学」
「…とは何か」という問いに対して歴

史研究者がよく用いる方法に、「…」の

用語としての使用法の変遷を調査する

手法がある。近年Google、Hathi Trust

などによる書籍電子化プロジェクトの

進展により用語の調査は格段に容易に

なっている。それによると「分子科

学 molecular science」は実のところそ

れほど新しい用語ではない。遅くとも

1860年代初めには出版物に登場してい

て 1)、粒子論に基づく化学と熱学、エー

テル的世界観 2) に基づく電気学と光

学などの総称として使われている。ま

た女流サイエンス・ライターの先駆

けとして知られるサマヴィル（Mary 

Somerville, 1780-1872）は分子論、顕

微鏡の使用に基づく生理学の解説書 On 

Molecular and Microscopic Scienceを

1869年に出版している 3)。

1870年代になると , 電磁気学の基本

方程式や「マクスウェルの悪魔」で有

名なイギリスの物理学者マクスウェル

（James Clerk Maxwell, 1831-1879）

が、ドイツのクラウジウス（Rudolf 

Clausius, 1822-1888）、オランダの

ファン・デル・ワールス（Johannes 

Diderik van der Waals, 1837-1923）な

どの気体分子運動論を指す用語として

molecular scienceを用いるようになっ

ている 4) 。さらに彼は、今日に至るま

で広く読まれている『ブリタニカ百科

事典』の第9版（著名な科学者が寄稿

していることでとりわけ評価が高い版

である）で「原子atom」の項目を執筆

した際にも、同様の意味でmolecular 

scienceを用い、しかもその生理学への

インパクトについて議論しているので

ある 5)。これらの molecular science の

用法が1880年代以降も受け継がれてい

るのは、マクスウェルの項目の影響力

によるものと推測できる 6)。

分子研設立と「分子科学」
ただし一世紀を経た 1960年代に

長倉三郎（1920-）、小谷正雄（1906-

1993）、森野米三（1908-1995）、井口

洋夫（1927-2014）など後に分子研

設立に関与することになる科学者たち

が、このような19世紀での用法に気づ

いていた形跡はない。また長倉は小谷

を通じてフォン・ヒッペル（Arthur R 

von Hippel, 1898-2003）のMolecular 

Science and Molecular Engineering 

（1959年）7) を知ってはいたが、分子

性結晶の強誘電性など今日のマテリア

ル・サイエンス寄りの内容には共鳴し

なかった 8)。 

彼らにとっての分子科学の初出とさ

れるのが、1961～ 1962年度の文部省

科学研究費補助金（総合研究）に採択

された課題「分子科学－分子の化学物

理的研究」（研究代表者：小谷正雄）で

ある。現存する1962年度交付金交付申

請書によれば 

分子をその電子構造から、個性

をもったものとしてその多様性を

具体的に把握することを通じて物

質の諸性質、現象を研究する。そ

の為に従来連絡が十分であったと
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は云えない化学教室出身の研究

者と物理教室出身の研究者が密接

に協力し得る場を作り、有機化学、

固体物理、分子生物学、宇宙科学

等の基礎として重要な分子科学の

研究分野を開拓する事を目的とす

る 9)。

また分子研創設十周年にあたる1985

年に、当時所長を務めていた長倉が行っ

た記念の挨拶では

分子研は、分子構造と分光学の基

盤となる量子化学をはじめ、わが国

の優れた伝統を継承し、化学と物理

学にまたがる新しい学問領域『分子

科学』を世界に先駆けて確立するた

めに設けられた 10)。

と述べられている。ここから分子科

学を理解するためのキーフレーズとし

て「物理学と化学との連携」「化学物理」

「電子構造」「量子化学」「分光学」など

を抽出することができる。また「優れ

た伝統」の文言は , 分子科学に至る前史

が日本のなかにあったことを示唆して

いる。このあたりの雰囲気は、最近の

『分子研レターズ』の「覧古考新」のコ

ラムからもうかがうことができよう 11)。

ただし上の段落で見てきた分子科学の

「定義」は、東京帝国大学附置輻射線化

学研究所（1945年設置）、「電子状態懇

談会」（1950年、のち1952年に日本化

学会の「電子討論会」に発展）12) 、東

京大学附置物性研究所（1957年設置）

から分子研設立に至る、いわば「主流

派」による分子科学の理解を反映して

いることに注意が必要である。ここで

は「主流派」を広い意味で使っている

ことに注意されたい。主に小谷、長倉、

井口など東大系が中心であるが、福井

謙一（1918-1998）を中心とする京都

大学工学部の理論化学グループもπ電

子討論会に参加し、長倉グループとラ

イバル関係を保ちつつ後に分子研設立

運動に加わっている 13)。理論上の立場

の違いはあれ、量子化学研究の振興へ

の利害関心をある程度は共有していた

といってよいだろう。

「分子科学」コミュニティと多様な「分
子科学」の在り方
一方、これらの流れと関連しつつ並

行して、分子科学夏の学校（1961年

～）、分子構造総合討論会（1963～

2006年）、分子科学研究会（1965～

2006年）、分子科学若手の会（1965年

～）、『分子科学講座』全12巻出版（共

立出版 , 1966～ 1987年）などディシ

プリン、コミュニティ形成の指標とな

る様々な出来事が起きている。そのう

ち分子構造総合討論会と分子科学研究

会は2006年に合体して分子科学会と

なったが、分子科学若手の会は分子科

学夏の学校を主催するようになり、別

組織として活動している。その中では

上記のキーフレーズとともに、例えば

ミクロとマクロの世界をつなぐ統計力

学、気・液・固相及び相転移の現象を

重視する立場など、多様な分子科学の

在り方が議論されている 14)。

分子科学、分子研の動的な展開と新

陳代謝、大学共同利用研究機関として

の分子研と分子科学コミュニティとの

相互作用を理解するうえでは、このよ

うな多様な分子科学の在り方に目配り

をする必要があろう。分子科学研究会

発足にあたって森野が

分子科学とは何を意味し、その境

界をどこに考えるかの点については、

各人各様の解釈をもちつゝも、上記

の [科研費‐筆者注 ] 総合研究班の継

続期間であった [昭和 ] 36～ 38年

の3年の間には、分子科学の主とし

て基礎となるべき領域の研究者の間

に、活発な交流が行なわれ、また夏

の学佼を中心として若い研究者の結

集をはかり、一方では分子科学叢書

の企画があり、また分子科学研究所

を吾々の研究の中心機関としてもち

たいとの具体的提案となり、吾々の

間に分子科学を盛り立てていこうと

の意見が自然に結実して来たという

ことができるであろう 15)。

と述べているのは、異なった分子科

学観を持った研究者が集まって形成さ

れつつあったコミュニティと分子研設

立運動との相互作用のダイナミズムに

他ならない。 

以上の理由から、筆者がオーガナイ

ズした2015年度化学史研究発表会（化

学史学会年会、総合研究大学院大学葉

山キャンパスにて2015年7月4～ 5日

に開催）のシンポジウム「分子科学へ

の道―物理学と化学の界面」では、分

子科学の源流として従来から知られて

いた1930年代のハイトラー（Walter 

Heinrich Heitler, 1904-1981）、ロン

ドン（Fritz Wolfgang London, 1900-

1954）、杉浦義勝（1895-1960）による

量子化学研究、コールラウシュ（Karl 

Wilhelm Friedrich Kohlrausch, 1884-

1953）、水島三一郎（1899-1983）、森

野らによるラマン分光学研究に加え

て、1870～ 1920年代の気体分子運動

論・統計力学も取り上げた。そのうえで、

これらの諸分野で物理学と化学との間

にどのような対立・交流・協働があり、

結果として長倉のような人々が分子科

学を構想しえたのか、その土台につい

て議論したのである 16)。上に述べたよ
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うな、用語としての molecular science 

の初期の歴史を考慮すれば理にかなっ

た選択だったと考えている。

今後の課題
もとよりこれだけで分子科学の多様

性が尽くされるわけではない。量子化

学、分光学、統計力学に加えて、「分

子科学」科研費関連書類で早くから言

及されていた有機化学、固体物理、分

子生物学、宇宙科学などの検討も不

可欠である 17)。またフォン・ヒッペ

ル流の工学寄りのmolecular science

（molecular engineering）への日本での

反応は、1960年代以降どのように変化

しているのか。例えば京都大学大学院

工学研究科分子工学専攻は、分子研設

立運動に加わった福井のノーベル化学

賞受賞（1981年）を契機として1983

年に創設されているが、その他の分子

工学を名乗った研究組織と分子科学コ

ミュニティとはどのような関係がある

のか。これらの点を解明するためには、

分子研創設に直接かかわった人々のみ

ならず、広く分子科学コミュニティ形

成に関与した研究者からの（オーラル・

ヒストリーを含めた）資料提供が望ま

れる。こうして本稿は冒頭の問いかけ

に戻ってくる。分子研、分子科学の歴

史に関する、より広範な資料収集に基

づく研究が展開する契機となれば幸い

である。
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て有益な助言をいただいた。また自然
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特に247頁。横山利彦「分子科学研究所と岡崎国立共同研究機構の創設」『共同利用機関の歴史とアーカイブズ2004』（総合研究大学院大学
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